
性的虐待を含む深刻化・複合化した課題を抱える家庭への多面的援助アプローチ①
～本人支援：「つながる力」を奪われた子ども・若者には関係性を構築した支援者による複数年の「伴走」が不可欠～

閉ざした心を開いてもらうための「価値観のチャンネル合わせ」等関係性の構築が前提

相談室で得られる情報と生活場面に継続的に関わる中で得られる情報には差異

極端な依存関係は自立阻害要因になり得ることに留意！

個別対応から集団活動へ「段階的移行」

「好きなこと・興味関心」から「実用性」へ組み替える！

「オーダーメイド」型のプログラム

閉ざした心を開いてもらうための共感的理解、「専門性」より関わる「姿勢」

「価値観のチャンネル」を合わせる！
興味関心、好きなこと等価値観レベルの情報に至るまで徹底した当事者理解！
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性的虐待を含む深刻化・複合化した課題を抱える家庭への多面的援助アプローチ②
～家族支援：虐待の連鎖を断ち問題の本質的解決を目指すためには家族支援及び加害者側の更生支援も重要～

「やるべきことは分かってる！」「だけど出来ない・・・」複数の支援機関が関与して改善していない場合、阻害要因の分析が優先！

単純な指導や指摘は逆効果！「理想」と「現実」のギャップを共に埋めるのが専門職の役割！

子どもの不登校からの脱却が唯一この家庭から出ているＳＯＳ！子ども支援を通じて閉ざした保護者の心を開く！

「共通目的」に向かうプロセスで支援者としての関係性を構築

虐待、DV、多重債務、アルコール依存、リストカット・・・専門機関の介入むなしく深刻かつ複雑な問題を抱え閉ざした家庭・・・

SOSの声を出せない家族に対してどのように支援導入を図るのか？

「家庭教師」としての役割に限定し、所作・言動を通じて信頼の基礎を構築

自傷行為・依存症に対する心理教育

精神医療へのつなぎ

性的虐待に関する児相等との協議

兄弟含めたトラウマケア

適応支援

引っ越し先の地域での定着支援 家計改善支援による学費・生活費の確保

債務整理による家の差し押さえ回避

暴力団からの離脱支援
離婚調停による安全確保

祖父母との関係調整

暴力団からの離脱支援
転職支援
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S.S.F.の家庭教師方式のアウトリーチ

派遣先の９割以上の家庭から学校復帰、脱引きこもり、
進学、就職等改善の報告

不登校、ひきこもり支援において学校現場で求められるS.S.F.の家庭教師方式の自立支援ノウハウ

学校現場で培った信頼が新たな協働事業の創設につながるなど発展的に機能

佐賀県では佐賀市（学校教育課）との協働が起点となり行政との連携協力体制が発展
～家庭教師方式のアウトリーチで培った支援現場での信頼関係が新たな協働事業につながっている！～

①佐賀市教育委員会委託事業
「IT活用支援事業」

パソコン学習 訪問支援

教育を受ける権利の保障、
学校出席扱いができるモデル的事業

完全不登校を対象とした有償ボラ
ンティアによる学習支援と訪問支援

平成１８年度～

②佐賀市
「不登校児童生徒訪問支援事業」

NPO法人の職員が
教職員との連携の下で訪問活動

学校に配置された常勤３名による
訪問支援とOJTによる人材育成

平成２２年度～２３年度

③佐賀市教育委員会委託
「不登校児童生徒支援業務」

学校での常駐支援
相談室等で困難を抱えた生徒の支援活動

２２名の常勤職員を「学習支援員」
として中学校に配置（市費）

H24～R6年度対象児童生徒数3,688名、総対応件数665,418件、家庭訪問回数10,220回！

「協働」による継続的かつ総合的な自立支援

支援情報

集約・選別された支援情報

支援情報
支援情報

委託事業を通じて各主体が責任を持って支援に参画する総合的な支援体制の構築

義務教育段階 高校教育段階 就労段階
段
階

業
務
内
容
の
実
例

佐賀市発達障がい者等相談業務（佐賀市障害福祉課）

教育委員会関連

訪問支援による社会的自立（訪問支援）サポート事業（県学校教育課生徒支援室）

雇用労働関連福祉部局関連

子どもの学習・生活支援事業（佐賀市）、生活困窮者子どもの学習・生活支援事業（佐賀県）※事業協力

学習支援 こども食堂

プログラム セミナー

心の居場所＋適応訓練の場としての機能
興味関心等に応じたオーダーメイド型プログラム

複数分野の専門職による
チーム対応と重層的な支援

ネットワークの活用

関係機関との「協働」による
「伴走型」の包括的自立支援

専門職が常駐し支援する
「コネクションズ・スペース」

認知行動療法と職親制度を
活用したジョブトレ

アウトリーチを基軸とした
膨大な支援実践で培った
全国トップクラスの専門性

多職種連携による関与継続型・
機関誘導型のアウトリーチ

※ICT活用支援事業含むパッケージ

67～
98％が
改善！
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西部教育事務所

西部教育事務所
北部支所

東部教育事務所
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2,219件

4,170件

6,198件

9,427件

11,294件

11,486件

12,430件

14,615件

12,172件

特別支援学校及び児
童相談所での勤務、

生活困窮者
自立支援で実績

「教員免許取得者」

学校における不登
校支援業務及び
精神科における病
院臨床経験を持
つ「臨床心理士」

精神科医療及びひき
こもり支援での豊富な
経験と実績。臨床心
理士会医療保険部会

理事を務めた
「臨床心理士」

ICT学習支援事業

及び不登校児童
生徒支援業務で
責任者を務めた

「キャリア
コンサルタント」

全公立学校（小・中・高）を対象とした
「全国初」の包括的訪問支援事業

①全ての公立学校に対する学校訪問の実施
 ⇒約３か月間で約300校すべてに学校訪問及び事業説明を実施
②不登校児童生徒の状況把握・分析、支援計画の策定等
 ⇒相談・対応件数はコーディネーターのみで延べ84,011件
 ⇒ケース検討会議のニーズも高くR6年度は年2,226回と過去最多を更新
③訪問支援員による自宅等へのアウトリーチの実施
 ⇒仕様書規定の約2.6倍2,268回3,092時間(R6年度)、累計14,089回のOR
 ⇒多軸評価アセスメント指標に基づくR5年度改善率90.7%※Five Different Positions 

 ⇒県指定様式：不登校の状態（13段階）における改善率68.5％※当該分野では最高水準

H28～R6年度の主な事業内容と実績

関連事業は軒並み教職員等からの依頼・紹介案件が過去最高を更新！高い波及効果！

相談・対応件数

約３００校
を網羅！

H28年度～「訪問支援による社会的自立（学校復帰）サポート事業（佐賀県教育委員会）」
～県内すべての公立学校に対する学校訪問と学校復帰が困難な児童生徒を対象とした訪問支援の展開！～

※左記の体制図はH30年のもの

R5年度の実態調査では、対人関係上の困難が96.3％、発達
障害65.7％、精神疾患44.4％、依存行動22.2％、医療ユー
ザー29.6％、貧困30.6％、虐待14.8％、家族問題71.3％、多
重困難88.9％と深刻化した課題を抱える生徒等が中心！
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※ユメタネとは、ジョブカフェSAGA、ヤングハローワークSAGA、さが若者サポートステーションを総称する愛称

http://www.yumetane.info/より引用

ハローワーク特区での役割分担に象徴されるサポステの社会的な必要性
～佐賀サポステは従来の支援窓口では効果が期待できない困難層を中心に対応することで県全体の支援の質的量的拡大に貢献～

「施設型」支援では対応が難しかった層に対しても
アウトリーチによる掘り起こしと支援への誘導が可能

NPO活動で培った専門性に基づくネットワーク活用型
支援で一般的な就職活動ではうまくいかない層に対応

若者支援のノウハウを生かしたセミナー、認知行動療
法と職親制度を活用した就労体験等が有効に機能

佐賀県は「ハローワーク特区」に指定され地域若者サポートステーション事業を生かした
役割分担によって各事業のポテンシャルを最大限に引き出せるような仕組を構築

より積極的な連携を実現するため、当時佐賀県雇用労働課、佐賀労働局職業安定部、NPOスチューデント・サ
ポート・フェイスの3者間で「ユメタネの一体的運営等に係る個人情報保護に関する協定書」を締結※現在は2者協定

R6年八幡小路ビルへの移転式典
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「協働」による継続的かつ総合的な自立支援

支援情報

集約・選別された支援情報

支援情報
支援情報

義務教育段階 高校教育段階 就労段階
段
階

業
務
内
容
の
実
例

佐賀市発達障がい者等相談業務（佐賀市障害福祉課）

教育委員会関連

訪問支援による社会的自立（訪問支援）サポート事業（県学校教育課生徒支援室）

雇用労働関連福祉部局関連

子どもの学習・生活支援事業（佐賀市）、生活困窮者子どもの学習・生活支援事業（佐賀県）※事業協力

ICTを活用した学習支援事業

パソコン学習 訪問支援

学校出席扱いの先駆的事業

対象：完全不登校児童生徒

特別教育支援員育成事業

12名の常勤職員を学校に配置

SSF研修制度と支援体制の活用

地域人づくり事業

就労準備支援事業

生活困窮者自立支援法に係る取組

職親制度と認知行動療法の活用

ハローワーク特区事業

県・労働局・SSFとの協定締結

いじめ対策等生徒指導推進事業・学習支援事業

家庭教師方式のアウトリーチノウハウの活用

小・中・高等学校における学習、生活、自立支援

一つ一つは小さな支
援事業でも「自立」を
キーワードに組み合わ
せると大きな力になる

専門性の高いアウト
リーチ機能が縦割りを
超え、組織間に効果
的な協力関係を構築

協働による「結果」の
共有が発展的取組を

促すためのPDCA
サイクルの基盤

伴走型のコーディネー
トによって自立まで見
守れる継続的かつ効
果的な支援を展開

S.S.F.が介在すること
で関連分野の知見や
施策が結集され有機

的な連携が実現

サポステを運営するS.S.F.がプラットフォームとなることで
職業的、社会的自立に至るまでの分野横断的かつ継続的な「伴走型」支援が可能となっている！

完璧な制度がない以上複数分野の支援事業が補完し高め合える仕組みこそ検討すべき！

「協働型」「創造型」の取組が推進され若年無業者の減少等社会的な結果につながっている！

国が実施する「地域若者サポートステーション事業」が基盤となり地方自治体の取組を喚起

※スペースの都合上、一部の事業は支援対象範囲が調整されています。
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佐賀県子ども・若者支援地域協議会
《事務局》県こども未来課

《雇用》
佐賀労働局職業安定部職業安定課（ハローワーク主務課）
ジョブカフェSAGA（佐賀県若年者就職支援センター）
佐賀県立産業技術学院
佐賀県産業労働部産業人材課
さが若者サポートステーション
たけお若者サポートステーション
《保健、福祉、医療》
佐賀県中央児童相談所
佐賀県精神保健福祉センター
佐賀県健康福祉部福祉課
佐賀県健康福祉部障害福祉課
佐賀県健康福祉部男女参画・こども局こども未来課
佐賀県健康福祉部男女参画・こども局こども家庭課
佐賀県東部発達障害者支援センター 結
独立行政法人 国立病院機構肥前精神医療センター
臨床心理士相談センター（西九州大学）
《教育》
佐賀県法務私学課（私立学校主務課）
佐賀県教育庁学校教育課（県立学校主務課）
佐賀県県民環境部まなび課
（公民館、少年自然の家、県立生涯学習センター主務課）
【市町教育委員会】
《矯正、更生保護等》
佐賀少年鑑別所（さが法務少年支援センター）
少年サポートセンター
（佐賀県警察本部生活安全部人身安全・少年課）
《その他》
親の会「ほっとケーキ」
特定非営利活動法人 それいゆ

認定NPO法人スチューデント・サポート・フェイス

佐賀県ひきこもり対策連絡協議会
《事務局》認定NPO法人スチューデント・
サポート・フェイス（県障害福祉課委託）

《行政機関》
健康福祉部障害福祉課
健康福祉部福祉課
健康福祉部長寿社会課
男女参画・こども局 こども未来課
教育庁 学校教育課
佐賀労働局
佐賀県精神保健福祉センター
佐賀中部保健福祉事務所
《生活困窮者自立支援制度受託・運営団体》
佐賀県社会福祉士会
唐津市社会福祉協議会
多久市社会福祉協議会
伊万里市社会福祉協議会
武雄市社会福祉協議会
鹿島市社会福祉協議会
小城市社会福祉協議会
嬉野市社会福祉協議会
鳥栖市社会福祉課
グリーンコープ生活協同組合さが
《関係団体》
佐賀県自閉症協会 親の会
（NPO法人それいゆ）
さが恵比須メンタルくりにっく
佐賀県公認心理師協会
佐賀県社会福祉協議会
佐賀市社会福祉協議会

認定NPO法人スチューデント・サポート・フェイス

分野・施策等の「縦割り」の壁
を超え「多機関協働」で実施

「合同ケース会議」
※新制度における「支援会議」に相当

※電話・ICTの活用による現場の負担軽減

《経済団体》
佐賀県経営者協会
佐賀県商工会議所連合会
佐賀県商工会連合会
佐賀県中小企業団体中央会
日本労働組合総連合会佐賀県連合会
《地域》
佐賀市
《行政》
佐賀県健康福祉部
佐賀県産業労働部
佐賀労働局
《支援団体》
社会福祉法人佐賀県社会福祉協議会
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
佐賀支部

認定NPO法人スチューデント・サポート・フェイス

佐賀県就職氷河期世代活躍支援
プラットフォーム

《事務局》佐賀労働局職業安定部

S.S.F.が各協議会等においてハブ機能を果たすことで横断的かつ実働的な協議会・ケース会議を運営
～「ひきこもり」支援策の充実に向けてより多くの関係機関を協力を得るため双方の協議会等構成機関に呼びかけ必要に応じて拡大～

各協議会に参画するS.S.F.が「ハブ機能」を果たすことで合同のケース会議や研修会等の開催が可能に！

法制度に基づき設置される各種協議会：課題の深刻化・複合化、人手不足等を踏まえれば「連動」を意識すべき時！

S.S.F.の徹底した公益重視
の方針！精神科医、大学教
授等による月例のケース検
討会議（研修）、スーバーヴィ
ジョンも他団体に無償で開
放！法制度、利害関係等を
越えて県全体で支援の質を

高めている！

※佐賀市に関して
はS.S.F.は要保護児
童対策地域協議会
等にも構成機関とし
て参画！佐賀労働
局及び佐賀県関連
では、ハローワーク
特区事業に基づい
て設置されたジョブ
カフェ、ヤングハロー
ワーク、サポステ等
が参加する「ユメタ
ネ会議」も継続！
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